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ようこそ

ソフトウェアをお買い上げいただきありがとうございます!

このバックアップ・復元ソフトウェアは、ハードディスク（ストレージ）に使用するように設計されています。画期的な複製技術をベースにして
おり、一意のデータが一度しか保存されないため、冗長なデータの保存は事実上なくなります。ディスクの有効記憶容量は大幅に増加
し、ディスクへのバックアップは高速で簡単、さらに手軽に利用しやすくなります。

このソフトウェアな主な機能は次のとおりです:

· 一意のデータを一度保存 (データ デダプリケーション)
· 保存したデータはディスクからいつでも使用可能
· データの復元は簡単、即時
· 複雑なメディア ローテーションは不要
· 高速バックアップ
· 使いやすいインタフェース

 詳しくは バックアップの簡素化 をご覧ください。

バックアップの簡素化
このソフトウェアは、データのバックアッププロセスを簡素化し、ビジネスの目標に集中できるようにします。

重要なデータは、付属の 保護プラン またはユーザ独自のカスタム保護プランによってバックアップします。バックアップはそれぞれ、選択され
たデータセットにすべてのファイルを、プラン実行時のまま格納します。増分バックアップや差分バックアップはなく、複雑なテープのローテー
ションもありません。

バックアップまたは保存したファイルはすべて、Windows Explorer インタフェースを使用すればいつでも参照できます。
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機能

このソフトウェアは、フル機能バックアップ・リカバリ ソフトウェアです。通常は次の3つの機能を使用します:

· 保護プラン

· 保存データの表示

· 保存データの復元

保護プラン
このソフトウェアは、重要なデータを "保護プラン" によってバックアップします。 

保護プランのタイプは次のとおりです:

· 個人データ・設定
· カスタム
· すべて

(次のプランはこのソフトウェアの「サーバ」版でのみ利用できます)
· Exchange ストレージグループ
· SQL Server データベース

 個人データ・設定保護プランは、\Documents and Settings フォルダ (Windows XP、Windows Server 2003) また
は \Users\UserName (Windows Vista/7/8/10、Windows Server 2008/2012/2016/2019) を保護する標準プランです。詳しく
は 選択タブ をご覧ください。

カスタム保護プランでは、保存したいフォルダ、ファイルを選択することができます。詳しくは 選択タブ をご覧ください。

「すべて」保護プランは、PC 上のローカル ハードディスクを保護します。ローカル ハードディスクのファイル、フォルダはすべて保護されます。
保護するファイルが大量にある場合は、最初に「すべて」バックアップを実行し、次にカスタム保護プランを実行して重要ファイルを保護す
るといいでしょう。

Exchange ストレージグループ保護プランでは、PC 上の Microsoft Exchange ストレージグループを保護することができます。

SQL Server データベース保護プランでは、PC 上の Microsoft SQL Server データベースを保護することができます。

このソフトウェアがバックアップしないファイルについては 開始タブ をご覧ください。 

保護プランは、選択されたアイテムをすべて管理し、最初の実行後、新しい情報と変更された情報だけを保存します。また、プランが実
行されるたびにフルリカバリ ポイントを作成します。

オープンファイル バックアップ 

オープンファイルが正しくバックアップされるように、Windows VSS (ボリューム シャドーコピー サービス) が使用されます。

保存データの表示
このソフトウェアで保存されるファイルは、常にオンラインで使用できます。

テープその他のメディアの複数の "増分" コピーを検索する必要はありません。保存されたファイルのすべてのバージョンが常にバックアップ
ディスクに格納されます。ソフトウェアは、バックアップ間で変更のあったデータをサブファイル レベルで検出し、検出したファイルのバージョン
を保護するため必要な一意のデータだけ保存します。保護されているすべてのファイルのすべてのバージョンを再構成し復元することがで
きます。

ユーザインタフェースにより、ファイルの各バージョンを簡単に見つけることができるので、ファイルの最新バージョンや前のバージョンを簡単に
復元することができます。詳しくは エクスプロア、復元 をご覧ください。
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データを復元する
このソフトウェアによるデータの復元は簡単かつ高速です。 

データの検出と復元は次の方法で行います:

·  検索バーで、ファイル名、その一部、または *.doc などのワイルドカードを入力
·  Windows Explorer で保護プランを見つけ、特定の時間のフォルダ、ファイルを表示
·  保護プランの実行内容の全体を復元

 詳しくは エクスプロア、復元 をご覧ください。
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ベストプラクティス

このソフトウェアを最大限に活用するためのヒントについては、次のリンクを参照してください。

· このソフトウェアを最大限に活用

· カートリッジ ローテーションのヒント

· 管理者レベルのアカウントを使う

このソフトウェアを最大限に活用
はじめに

このソフトウェアは、データ "デダプリケーション" または "容量最適化" という先端技術を採用しています。この技術は、ディスクへのバック
アップ時、一般的なビジネスデータを元のサイズの20分の1あるいはそれ以上縮小します。このレベルの最適化を行うため、保存された
ファイルから冗長なデータをすべて削除し、時間が経っても変わらない一意のデータのみ保存する一方、データの時点復元をほぼ即座に
実行できるようにします。また、このソフトウェアは、LZ データ圧縮によりデータの縮小を促進します。

動的ファイル、固定ファイル

コンピュータのファイルは、固定ファイルと動的ファイルに分けることができます。固定ファイルは、作成されると一度も変更されないかほとん
ど変更されないファイルです。ビデオ、音楽、イメージ (画像) などは、固定コンテンツファイルの例です。ワープロ文書、スプレッドシート、
プレゼンテーション、プロジェクトなどのファイルは、開いたり編集したりできるので、動的コンテンツファイルの例です。

先に述べたように、このソフトウェアは、バックアップのサイズを大幅に縮小することができます。大幅な縮小が起きるのは、プランが実行さ
れるたびに、ソフトウェアが、各ファイルの変更されたバイト、メタデータを見つけ、これらの変更結果だけをディスクに保存するためです。し
たがって、時間が経って変わる可能性が最も高い大量の動的ファイルをターゲットにした保護プランを作成することで、ソフトウェアは最大
のデータ縮小率を実現することができます。

バックアップのシナリオ

このソフトウェアは、ニーズに合ったバックアッププロセスを作成する柔軟性を備えています。保護プランは、ファイルを構成する方法にあった
形で作成することができます。

たとえば、アプリケーションは普通、ユーザが作成・変更するファイルをデフォルトの Windows フォルダに保存します。「個人データ・設定」
保護プランは、デフォルトの Windows フォルダを自動的に選択します。これにより、ローカルの電子メールファイル、文書、プログラムに
よって保存されたその他のファイル、デスクトップファイル、Internet Explorer のお気に入りなどを自動的にバックアップすることができます。
また、これらのフォルダは、1日2回以上など頻繁にバックアップすることも可能です。 

ユーザのコンピュータの構成は、プロジェクト別、カスタマ別、日付別になっていて、さまざまなフォルダに保存されているかもしれません。バッ
クアップするフォルダを選択するには、カスタム保護プランを使います。マッピングされたネットワークドライブは、カスタム保護プランを介してア
クセスすることができます。

データを簡単にバックアップする方法は、「すべて」保護プランを使うことです。「すべて」プランを最初のバックアップとして使用すると、将来の
バックアップで、ローカル ハードディスク上のファイルについて、一意に変更されたデータだけを保存するためのベースラインが作成されます。
ただしこの方法では、必要なバックアップ ディスクスペースが最大になります。

データが多く、1つのディスクでは収まらない場合、動的コンテンツ型ファイルは1つのバックアップディスクに、固定コンテンツ型ファイルは別の
ディスクに置くことができます。あるいは、特定のプロジェクト、カスタマなどを別々のディスクに置くこともできます。このソフトウェアは、特定
の保護プランに対して特定のディスクを指定することで、あるディスク用のファイルを '間違った' ディスクに置かないようにすることができま
す。

このソフトウェアを使ってデータをどのように保存するか決めるときは、最も頻繁に復元する必要のあるファイル、または最も重要なファイル
を考え、これらのファイルを保護する保護プランが最も頻繁に実行されるようにスケジュールを組むといいかもしれません。
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カートリッジ ローテーションのヒント
複数のリムーバブルディスクカートリッジで貴重なデータを保存するのがベストプラクティスと考えられます。カートリッジローテーションでは、
アクティブなカートリッジをカートリッジドックから削除し、別のカートリッジをセットし、削除されたカートリッジを、次のローテーションを行う準
備ができるまで、オフサイトの安全な場所に保存します。このソフトウェアは、ユーザがカートリッジのローテーションを忘れないようにリマイン
ダを作成します (ローテーション タブ)。ソフトウェアにより、ニーズに最適なローテーション方法を事実上どのような形でも柔軟に設計する
ことができます。

カートリッジ ローテーション法は、ニーズに対して十分と思われるカートリッジの数だけをもとに設計することもできます。たとえば、ローカル
ハードディスクのデータをすべてカートリッジに保存する "すべて" 保護プラン (開始タブ)  を作成できます。次に、保護プランを実行する
日ごとに別のカートリッジを使用し、システムの完全なバックアップを毎日作成します。別の案として、3カートリッジのローテーション法が考
えられます。これは、バックアップサイクルの最初と最後の日に、それらの日専用のカートリッジを使い、3つ目のカートリッジはそれらの間の
日に使用するというものです。

ローカルとネットワークのシステムに保存したファイルのタイプをもとにカートリッジ ローテーションを考えることもできます。特定の保護プラン
に対して特定のカートリッジを指定します。これは、 カートリッジが自然に2つ以上に分けられる複数のタイプのデータがある場合に便利で
す。たとえば、音楽、画像、ビデオなど、大量の固定コンテンツデータがあれば、それらのタイプのファイルを保存することを目的にしたカート
リッジを使用します。これらのファイルタイプをどのくらいの頻度で追加するかによりますが、このカートリッジを使用するのは週1回かそれより
少ないでしょう。他のカートリッジは動的コンテンツのファイルに使用できます。あるカートリッジはカスタマ A ～ L 用、別のカートリッジはカ
スタマ M ～ Z 用などです。

管理者レベル アカウントを使用
このソフトウェアは、Microsoft Windows XP Professional (SP2)、Windows Server 2003/2008/2012/2016/2019、Windows
Vista/7/8/10 オペレーティングシステムの機能を使用します。ベストプラクティスとして、このソフトウェアのユーザは、パスワードがブランクの
管理者アカウントは作成しないでください。ブランクパスワードの管理者アカウントは、リモートシステム。 (ネットワーク接続コンピュータ) と
の間のファイルのバックアップや復元が難しくなります。

ブランクパスワードの管理者アカウントは、リモートシステムで認証ができず、「所有者」「アクセス制御リスト」のセキュリティ情報を書き込
むアクセス権がありません。ブランクパスワードのアカウントは、セキュリティ情報をリモートシステムに復元できません。

グローバルポリシーの設定 (および Vista システムとの一貫性) にかかわらず、このソフトウェアは、ブランクパスワードの管理者アカウントを
使用する設定をサポートしません。原則として、ログオン時にのみ実行するオプションも選択するのでなければ、ブランクパスワードの管理
者アカウントを使用して実行するように保護プランを設定することはできません。 スケジュール タブ、 ログオン時のみこのプランを実行 も参
照してください。
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ユーザインタフェースの概要

このセクションでは、ソフトウェアのユーザインタフェースを構成するコンポーネントの概要を示します。

· ホーム

· エクスプロア

· ストレージ

· オプション

· 結果

· アラート

ホーム
ホームのページは、ソフトウェアの現在のステータスとアクティビティを示すダッシュボード ビューです。

ホームページからは、保護プランの追加、編集、削除、現在実行されている保護プランや完了した保護プランのステータスの表示をしま
す。また、左のパネルにあるボタンから、ソフトウェアのインタフェースの他のエリアをナビゲートすることができます。

ホームページ - 保護プランは作成されていません

ソフトウェアを最初に開いたとき、ユーザのコンピュータ用の保護プランはまだ存在しません。メインパネルの指示に従い、 "保護プランを追
加" をクリックし、データを保護するプランの作成を始めます。

ホームページ - 保護プラン作成 

保護プランが作成されると、プラン名と、選択されたスケジュール動作が "保存されたマイ保護プラン" パネルに表示されます。 

保存プラン、スケジュール未定

実行されていないスケジュール未定プランのディスプレイは、プランの実行が予定されていないことを示し、"ステータス: OK" (ここで OK
の部分は無効) は、プランがまだ実行されていないことを示します。

プランを開始するには "今すぐ実行" ( ) をクリックします。

プランを編集するには "設定を編集" ( ) をクリックします。

プランを削除するには "プランを削除" ( ) をクリックします。プランを削除しても、プランによって保存されたデータは削除されません。プラ
ンによって保存されたデータは復元できます。

保存データの復元について詳しくは エクスプロア、復元 をご覧ください。

保存プラン、スケジュール設定

予定されていて実行されていないプランのディスプレイは、スケジュール情報と、"ステータス: OK" (ここで OK の部分は無効) を表示
し、プランがまだ実行されていないことを示します。

スケジューラがプランを開始するのを待つほかに、プランを開始するには "今すぐ実行" ( ) をクリックします。

プランを編集するには "設定を編集" ( ) をクリックします。

プランをソフトウェアから削除するには "プランを削除" ( ) をクリックします。プランを削除しても、プランによって保存されたデータは削除
されません。プランによって保存されたデータは復元できます。

CartridgePage.html
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保存データの復元について詳しくは エクスプロア、復元 をご覧ください。

保存プラン、スケジュール設定、実行

作成され、スケジュールが設定され実行された保護プランのディスプレイは、スケジュール情報と、プランが最後に実行された日付、時刻
を示します。"ステータス: OK" (ここで OK は 無効ではありません) は、プランの最後の実行が正常に完了したことを示します。実行結
果を表示するには "OK" リンクをクリックします。詳しくは 結果 をご覧ください。

スケジューラがプランを開始するのを待つほかに、プランを開始するには "今すぐ実行" ( ) をクリックします。

プランを編集するには "設定を編集" ( ) をクリックします。

プランをソフトウェアから削除するには "プランを削除" ( ) をクリックします。プランを削除しても、プランによって保存されたデータは削除
されません。プランによって保存されたデータは復元できます。

保存データの復元について詳しくは エクスプロア、復元 をご覧ください。

ホームページ - 保護プラン実行

保護プランが実行されると、保存されたプランのパネルにプログレスバーが表示されます。
また、処理されたファイル数と経過時間が表示されます。

プランを停止するには、マウスで "停止" ( ) をクリックします。確認ダイアログが開き、ここでプランを停止するかどうか確認またはキャン
セルします。プランが停止されると、ステータスは "キャンセル" に変わります。

エクスプロア
保存したデータの内容を表示し、ファイルを復元するには、「エクスプロア」メニューを使うか、左パネルの「エクスプロア」ボタンをクリックしま
す。ファイルを作成したアプリケーションを使ってファイルを開くこともできます。たとえばワープロ文書、スプレッドシート、テキストファイルを表
示するには、ファイルを右クリックし "開く" を選択します。

現在の月と月の特定の日が太字で表示されます。これは、その日に保護プランが実行されたことを示します。

ファイルを表示するには、ファイル名またはその一部を検索バーに入力するか、保護プラン名をクリックし、"エクスプロア" ボタンをクリックし
ます。

保護プランのすべてのファイルを復元するには、保護プラン名をクリックし、"復元" をクリックします。

詳しくは エクスプロア、復元 をご覧ください。

ストレージ
「ストレージ」ページは、ソフトウェアに追加されたストレージ (ディスクドライブ、ネットワークドライブなど) を表示します。ストレージの名
前、サイズ、ステータス (使用可またはオフライン)、ディスクのドライブ指定などの情報は、ページのトップパネルに表示されます。

詳しくは ストレージステータス をご覧ください。

オプション
このページでは、新しいカリムーバブルディスクカートリッジを把握し、ローテーション リマインダを設定し、ViewStor のデフォルト リスニング
ポートを変更することができます。

· 新しいカートリッジ タブ

· ローテーション タブ

· エクスプロア設定タブ
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オプションの設定が終わり、選択内容を有効にするには、画面下の "OK" をクリックします。選択内容を適用しない場合、"キャンセル"
をクリックすると、ホームページに戻り、選択内容は適用されません。

[メール通知]タブ

ソフトウェアは、ストレージと保護計画のステータスの電子メールレポートを生成することにより、システムのステータスを監視す
る便利な方法を提供します。エラーは赤色で強調表示され、警告は黄色で強調表示され、問題をすばやく識別できま
す。

[オプション]ページの[メール通知]タブからメール通知設定を構成します。[テストメッセージの送信]ボタンがあり、短いテ
ストメッセージを送信して設定をすばやくテストできます。

[レポートをメールで送信する]の横にあるボックスをオンにして、必要事項に入力します。以下は、電子メール設定を構成
するための一般的なシナリオの一部です。

· 送信者はMicrosoft Office 365アカウントです

o 宛先: <recipient@example.com>
o 送信者: <sender_name@mycompany.com>
o ホスト: smtp.office365.com
o ポート: 587
o [SSL（Secure Sockets Layer）を使用] このボックスをチェックします。
o 送信者パスワード: <sender_name@mycompany.comのパスワード>

· 送信者はMicrosoft Exchangeアカウントです

o 宛先: <recipient@example.com>
o 送信者: <sender_name@mycompany.com>
o ホスト: <exchange.mycompany.com>
o ポート: 25
o [SSL（Secure Sockets Layer）を使用] このボックスのチェックを外します。
o 送信者パスワード: <sender_name@mycompany.comのパスワード>

· 送信者はGmailアカウントです

o 宛先: <recipient@example.com>
o 送信者: <sender_name@gmail.com>
o ホスト: smtp.gmail.com
o ポート: 587
o [SSL（Secure Sockets Layer）を使用] このボックスをチェックします。
o 送信者パスワード: <sender_name@gmail.comのパスワード>

· 送信者は標準のSMTPアカウントです

o 宛先: <recipient@example.com>
o 送信者: <sender_name@domain.com>
o ホスト: <smtp.domain.com>
o ポート: 25
o [SSL（Secure Sockets Layer）を使用] このボックスのチェックを外します。
o 送信者パスワード: <sender_name@domain.comのパスワード>

KBの記事を見る アプリケーション固有のパスワードの構成についての診断レポートをYahoo!またはGoogleアカウントか
ら送信する方法。

[システム回復]タブ

https://support.datastor.com/1627-backup-for-rdx/3583-how-do-i/10868-how-to-send-the-checkup-report-through-your-yahoo-or-google-account
https://support.datastor.com/1627-backup-for-rdx/3583-how-do-i/10868-how-to-send-the-checkup-report-through-your-yahoo-or-google-account
https://support.datastor.com/1627-backup-for-rdx/3583-how-do-i/10868-how-to-send-the-checkup-report-through-your-yahoo-or-google-account
https://support.datastor.com/1627-backup-for-rdx/3583-how-do-i/10868-how-to-send-the-checkup-report-through-your-yahoo-or-google-account
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コンピュータシステムの回復は、システム回復環境（SRE）を起動することから始まります。SREはシステムを回復する前にブ
ータブルメディアに保存する必要があります。Everything保護プランの作成の最後に、または[オプション]ページの[システ
ム回復]タブの[システム回復環境の保存]リンクから起動した[システム回復環境の保存]ダイアログを使用してSREを
保存します。

SREはさまざまなタイプのメディアに保存できます。例：USB、ISO形式のファイル、またはCD/DVD。

2つの個別の回復環境がソフトウェアによって提供されます。1つはBIOSブートシステム用で、32ビットのWindows 7プレ
インストール環境（Windows PE）を使用します。もう1つは新しいUEFIブートシステム用で、64ビットバージョンの
Windows PEを使用します。システム回復環境の保存ダイアログの左下隅に、UEFIを使用して起動するシステムの
SREを保存するためのチェックボックスがあります。

保存されたSREメディアを接続してシステムを起動することで、回復環境を起動できることを確認する必要があります。

USBにコピー

[USBドライブにコピー]を選択すると、システムに接続されているUSBドライブの1つにイメージファイルをコピーできます。
USBドライブの最初のパーティションのみ使用できます。重要事項: Windowsディスク管理またはDISKPARTユーティリ
ティを使用して、パーティションをアクティブに設定する必要があります。これにより、USBドライブがSREを起動できるようにな
ります。

注意：USBドライブにコピーする場合、既存のデータは保持されます。ドライブはフォーマットされません。

情報をターゲットドライブにコピーする準備ができたら[コピー]をクリックします。コピーが完了したら、[キャンセル]をクリックし
てダイアログを閉じます。

SRE .isoファイルのコピー

[SRE .isoファイルのコピー]を選択すると、[フォルダーの参照]選択ダイアログが表示され、SRE .isoファイルを保存す
る場所を指定できます。ローカルまたはマップされたドライブ上のフォルダーを選択できます。フォルダーを選択して[OK]をク
リックすると、進行状況バーからコピーが始まります。

SRE .isoファイルは、仮想マシンの起動に使用できるISO形式のファイルです。ほとんどの仮想マシンハイパーバイザーで
は、CD/DVDデバイスまたはISO形式のファイルから起動するように仮想マシンを構成できます。

CDまたはDVDに書き込む

[CDまたはDVDに書き込む]を選択すると、[Windows ディスク イメージ書き込みツール]ダイアログボックスが表示さ
れ、コンピューターにインストールされているCDまたはDVDバーナーの1つを使用して、起動可能なCDまたはDVDを書き込
むことができます。このオプションは、Windows ディスク イメージ書き込みツール（isoburn.exe）プログラムがコンピュータ
ーにインストールされている場合にのみ使用できます。Isoburn.exeは、デスクトップエクスペリエンス機能がインストールさ
れているWindows 7、Windows Server 2008 R2以降のシステムにデフォルトでインストールされます。

Everything保護プランからの回復の詳細は、コンピューターシステムの復元を参照してください。

エクスプロア設定タブ



DATASTOR Shield™ Server Backup

13 / 36

このソフトウェアのエクスプロア機能は Microsoft WebClient サービスによってアーカイブにアクセスします。 WebClient サービスが無効
なときは、検索バーから復元するファイルを見つけるか、保護プランのすべてのファイルを復元するため、"復元" ボタンをクリックします。

Windows Vista/7/8/10、Windows Server 2008/2012/2016/2019 プラットフォームの場合、エクスプロアはポート8500をリスンす
る設定になっています。これらのプラットフォームでエクスプロアのリスニングポートを変更するには、ボックスをチェックしてデフォルトのリスニン
グポートを変更し、目的のポート番号を選択します。新しい設定を有効にするため、ViewStor サービスの再起動を求めるプロンプトが
表示されます。

注 - Windows XP、Windows Server 2003 の場合、リスニングポートをデフォルト (ポート 80) から変更しないでください。変更した
場合、時点アーカイブのチェック（エクスプロア）はできません。

新しいカートリッジ タブ

新しいカートリッジ タブでは、ソフトウェアが、これに初めて提示されたディスクカリムーバブルディスクカートリッジをどのように扱うかを選択す
ることができます。

ソフトウェアは、デフォルトで新しいカートリッジがセットされたことを検出し、カートリッジの名前と説明の入力をユーザに求めます。詳しく
は 新規メディア をご覧ください。

初めて表示されたカートリッジの名前をつけるには、マウスで "カートリッジの名前と説明を入力" オプションをクリックします。このオプション
により、ソフトウェアがメッセージウィンドウを開き、ここにカートリッジの名前と説明を入力することができます。ソフトウェアは、入力された名
前と説明を、ユーザインタフェース全体で使用します。

ソフトウェアはカートリッジごとに別の名前をつけることができます。これを行うには、マウスで "カートリッジ ID にシリアル # を使用する" オ
プションをクリックします。これによりソフトウェアはカートリッジから一意のシリアル番号を読み取ります。ソフトウェアが使用するシリアル番号
は カートリッジのラベルにあります。このデフォルトオプションが有効になると、ソフトウェアは、ユーザインタフェース全体で、新しいカートリッジ
をすべてカートリッジのシリアル番号で識別します。

新しいカートリッジのネーミング方法を選択し終えた後、 "OK" をクリックすると選択内容が有効になり、ホームページに戻ります。選択
内容をクリアしてデフォルト設定に戻すには、"キャンセル" をクリックします。

ローテーション タブ

複数のカリムーバブルディスクカートリッジを使い、ローテーション ストラテジを設定することは、貴重なデータの安全を守るためのベストプラ
クティスです。カートリッジローテーション ストラテジについては カートリッジ ローテーションのヒント  をご覧ください。

カートリッジの変更を促すようにソフトウェアを設定するには、マウスで "メディアローテーション リマインダ" オプションをクリックします。

· 所定日数が過ぎた後でソフトウェアによるリマインダ通知を受け取るには、"日数" テキストボックスの横の "毎回" オプション
をクリックし、カートリッジを変えるよう促すソフトウェア リマインダ通知を受け取るまでの日数を選択します。

· バックアップがそれぞれ完了した後にカートリッジを変えるリマインダ通知を受け取るようソフトウェアを設定することもできます。

���結果
結果ページは、ソフトウェアによって実行されたすべてのタスクの履歴を表示します。プランが実行されるごとに、完了してもキャンセルされ
ても、ログファイルが作成されます。ログを表示するには、"ログ表示" リンクをクリックします。リストの保護プランの実行を選択すると、ペー
ジの「結果詳細」エリアに実行の詳細が表示されます。

プラン実行結果はプラン名でグループ分けされるので、プランがそれぞれ何回実行されたかわかります。各プランの結果を表示するには
「+」アイコンをクリックします。 

詳しくは 保護プランの結果 トピックをご覧ください。

アラート

この製品は、「アラート」により、ソフトウェアで使用される保護プランとディスクカートリッジのステータスアラートを提供します。アラートは、
保護プランの実行に関するリマインダからエラー条件まであります。アラートが発生すると、ソフトウェアは Windows の通知エリア ("シス
テムトレイ") からポップアップを作成します。ポップアップは7秒間表示されます。また、アラートページには、ポップアップに合ったアラートが
あります。アラートボタンは、無効化ビューから "アラート(1)" に変わります。アラートが1つ以上アクティブなら、アラートボタンの表示
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は 1 から 2 に変わり、以下同様です。

次の図に、ソフトウェアで表示されるアラートを示します。

アラート アクション 重大度

カートリッジ "XYZ" をインポート - インポート
- 無視
- カートリッジをイジェクト

情報

カートリッジローテーション リマインダ  - リマインダ 
- カートリッジ購入 
- カートリッジをイジェクト

情報

カートリッジは読み取り専用です(ライトプロテ
クト)

- 無視
- カートリッジをイジェクト

情報

カートリッジ空きスペース低  - カートリッジをイジェクト 警告

カートリッジ フル - カートリッジをイジェクト エラー

カートリッジ 'HDD S/N' のフォーマットはサポ
ートされていません

- カートリッジをイジェクト エラー

カートリッジ HDD S/N に一貫性がありませ
ん - ストア消失 

- 修理
- カートリッジをイジェクト

エラー

プラン実行エラー   - カートリッジがあるか確認 
- カートリッジが使用できるか確認
- カートリッジがライトプロテクトでないことを確
認
- 空きスペース >5% を確認

エラー

アラート - カートリッジをインポート 

2回目のソフトウェアのインストールで初期化されたカートリッジが検出されると、アラートが生成され、カートリッジにインポート操作を行う
よう指示されます。インポート操作によって、保護プランにカートリッジを使用し、データをカートリッジに保存し、カートリッジからデータを検
索・復元できるようになります。このアラートは、"インポート"、"無視"、または "カートリッジをイジェクト" が実行されると、アラートページか
ら削除されます。

· "インポート" を選択するとインポートが開始されます。  
· "無視" を選択すると "使用不可" カートリッジになります (カートリッジページを表示するとステータス欄に"使用不可"と表
示されます)。ファイルの保存にも復元にもカートリッジを使用できなくなります。

· "カートリッジをイジェクト" を選択するとカートリッジがイジェクトされ、処理は終了します。
 
 詳しくは、ヘルプの カートリッジのインポート をご覧ください。

アラート - カートリッジローテーション リマインダ

オプションのページで、カートリッジの変更を知らせてくれるようにソフトウェアを設定するには、"メディアローテーションを通知する" オプショ
ンをクリックします。 詳しくは ローテーション タブ をご覧ください。

カートリッジ ローテーションの時間になると、ソフトウェアがリマインダをアラートの形で送ります。このアラートは、カートリッジがドックからイジェ
クトされると削除されます。

アラート - カートリッジは読み取り専用です

カートリッジは、カートリッジ上のタブをスライドさせると書き込みができなくなります（ライトプロテクト）。タブをロックのシンボルの方へずらす
と、カートリッジは、ドックにセットされたときライトプロテクトになります。

ライトプロテクトのカートリッジをドックにセットすると、ソフトウェアはアラートを生成します。ライトプロテクトのカートリッジは、データの表示、
復元には使用できますが、データの保存には使用できません。アラートは、カートリッジがドックからイジェクトされると削除されます。

アラート - カートリッジ空きスペース低

カートリッジの使用できる空きスペースが容量の 5% 以上、10% 未満になると、ソフトウェアがアラートメッセージを送ります。アラートは、
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保護プランが完了した後、および空きスペースがカートリッジ容量の5%から10%でカートリッジがセットされた時はいつでも送られます。こ
のアラートは、カートリッジがドックからイジェクトされたときにアラートページから削除されます。

アラート - カートリッジフル

使用できる空きスペースがカートリッジ容量の 5% 以下になると、ソフトウェアがアラートメッセージを送ります。アラートは、保護プランが
完了した後、および空きスペースがカートリッジ容量の 5% 以下になった時はいつでも送られます。このアラートは、カートリッジがドックか
らイジェクトされたときにアラートページから削除されます。

アラート - カートリッジのフォーマットはサポートされていません

ソフトウェアは、Microsoft NTFS ファイルシステムでフォーマットが設定されたカートリッジだけに保存をします。NTFS フォーマットが設
定されていないカートリッジがセットされた場合、ソフトウェアはアラートを送ります。カートリッジはアーカイブの保存に使用できなくなりま
す。カートリッジはアラートページのアラート内からイジェクトできます。

アラート - カートリッジに一貫性がありません - ストア消失

ソフトウェアは "ストア" のカートリッジにデータを保存します。また、小さいファイルが、カートリッジとこのソフトウェアについての情報とともに
カートリッジに書き込まれます。カートリッジのフォーマットがソフトウェアの外部で設定されているか、データの一部が削除されている場合、
カートリッジが次にソフトウェアにセットされた時にアラートが送られることがあります。アラートは、カートリッジに一貫性がないと知らせます。
つまり、カートリッジにストアがあるはずだったのになかったということです。カートリッジの修理またはイジェクトを選択できます。修理を選択
すると、初めにカートリッジに保存されたデータは元に戻りません。修理操作では、このソフトウェアでカートリッジをもう一度使用することが
できます。このアラートは、"修理" または "カートリッジをイジェクト" が選択されたとき削除されます。

アラート - プラン実行エラー

保護プランが実行できない場合、アラートが送られ、プランを実行できない理由が示されます。次のような理由があります:
· プランの対象であるストレージがないか、ライトプロテクトになっている。
· プランの対象であるストレージがないか、空きスペースが5%以下。

このアラートは、上の項目の1つを解決する操作が行われたときに削除されます。
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保護プランを作成

このソフトウェアでは、バックアップの保護プランを作成、保存し、データをローカルまたはネットワークのディスクドライブに保存することができ
ます。保護プランを構成するのは、プランのタイプ (ファイル、Exchange または SQL)、タイプに関係する選択項目 (どのファイルか、デー
タをどこに保存するか)、およびプランをいつ実行するかを指定するスケジュールです。

保護プランの作成を始めるには、ソフトウェアを開き、ホーム ページで "保護プランを追加" をクリックします。ソフトウェアは、保護プランを
作成し、データをユーザが選択した形で保存するため使用する5つのタブのインタフェースを表示します。

これらのタブの名前は次のとおりです:

· 開始

· 選択

· プラン名

· ストレージ

· スケジュール

開始タブ

ホーム ページで "保護プランを追加" をクリックすると、ソフトウェアは "保護プランを作成" 画面を表示します。開始タブは、データの保
護プランの作成を始めるところです。

保護プランを選択

ソフトウェアは、データ保護の操作を始めやすいように、データを保存するための、タイプの異なる保護プランをいくつか用意します。

これらのプランは次のとおりです:

個人データ・設定

"個人データ・設定" オプションを選択すると、ソフトウェアはユーザの次の項目を含むファイルを保存します:

· Outlook 電子メール設定、.pst ファイル 

· デスクトップ設定 

· インターネットのお気に入り 

· マイドキュメント、マイピクチャ 

· アプリケーション データ設定 (Documents and Settings フォルダの隠しフォルダ) 

これらのファイルは、ローカル ディスクドライブ (通常 C ドライブ) の "Documents and Settings" フォルダにあります。ソフトウェアは、
ローカル ディスクドライブ (通常 C ドライブ ) にある全ユーザについて "Documents and Settings" フォルダにデータを保存します。
保存されないファイルについては、下記 "このソフトウェアが保存しないアイテム" をご覧ください。

このオプションは、システムを再構築する場合、システムに重大な障害が起きた場合などにシステム固有の設定を保存するため選択しま
す。このオプションにより、電子メールファイルやシステムのルック＆フィールを簡単に復元することができます。

最初の保存を行うときは「すべて」オプションを選択することをおすすめします。

カスタム

"カスタム" オプションを選択すると、ソフトウェアはファイルを自動的には保存しません。代わりにユーザは、どのフォルダやファイルを保存す
るか正確に選択することになります。このオプションは、保護するファイルの選択を管理する場合に使用します。

最初の保存を行うときは「すべて」オプションを選択することをおすすめします。
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すべて

"すべて" オプションを選択すると、ソフトウェアはすべてのファイル、フォルダをローカル ハードドライブ (通常ドライブ C:) に保存します。最
初の保存を行うときは「すべて」オプションを選択することをおすすめします。

保存されないファイルについては "このソフトウェアが保存しないアイテム" をご覧ください。

ほかの2つの保護プランは、このソフトウェアの「サーバ」版でのみ使用できます。

これらのプランは次のとおりです:

Exchange ストレージグループ

"Exchange ストレージグループ" オプションは、このコンピュータの Microsoft Exchange ストレージグループを保存するとき選択しま
す。Microsoft Exchange がインストールされていない場合、このオプションは淡色表示です。

SQL Server データベース

"SQL Server データベース" オプションを選択して、このコンピュータの Microsoft SQL Server データベースを保存します。
Microsoft SQL Server がインストールされていない場合、このオプションは淡色表示です。

使用できるプランオプションの1つを選択した後、保護プランの作成を続けるには、 "次へ" をクリックするか、"選択" タブをクリックします。
保護プランの作成を終了するには、 "キャンセル" ボタンをクリックします。ソフトウェアは "保護プランを作成" 画面を終了し、ホームペー
ジに戻ります。

このソフトウェアが保存しないアイテム

このソフトウェアは、次のファイルタイプを保存しません: 

· 一時インターネットファイル 

· 一時フォルダ 

· DRM (デジタル著作権管理) フォルダ 

· Windows ごみ箱 

· ハイバネーションを管理するファイルなど、 Windows 電源管理ファイル 

· Windows メモリページファイル 

· Windows System Volume Information ファイル、システム復元ファイル、ASR (自動システム復元) ファイル 

選択タブ

保護プランを作成する2番目のステップは、保存するファイルを確認または変更することです。

'個人データ・設定' プランの選択

開始タブで個人データ・設定プランが選択されると、選択タブに、「ユーザアカウント」で選択可能なコンピュータの全ユーザが表示されま
す。

右の例では、コンピュータユーザ5人が作成されています。各ユーザ設定が保存されます。ドメイン欄は、コンピュータがメンバーであるネッ
トワークまたはドメインを示します。コンピュータがネットワークの一部ではない場合、ドメイン欄はコンピュータの名前になります。リストの全
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ユーザをバックアップすることをおすすめします。

個人データ・設定プランで保存されるフォルダは、次のとおりです:

Windows XP、Windows Server 2003

· C:\Documents and Settings\User Name\Application Data (隠しフォルダ) 

· C:\Documents and Settings\User Name\Desktop 

· C:\Documents and Settings\User Name\Local Settings\Application Data 

· C:\Documents and Settings\User Name\My Documents 

· C:\Documents and Settings\User Name\Templates 

· C:\Documents and Settings\User Name\Favorites (Internet Explorer はお気に入りをこのフォルダに保
存します) 

Windows Vista/7/8/10、Windows 2008/2012/2016/2019

· C:\Users\User Name\AppData\Roaming\* 

· C:\Users\User Name\Desktop\* 

· C:\Users\User Name\AppData\Local\* 

· C:\Users\User Name\Documents\* 

· C:\Users\User Name\AppData\Roaming\Microsoft\Windows\Templates\* 

· C:\Users\User Name\Favorites (Internet Explorer はお気に入りをこのフォルダに保存します) 

保護プランの作成を続けるには、 "次へ" または 'プラン名' タブをクリックします。

'カスタム' プランの選択項目

開始タブでカスタム保護プランが選択されると、選択タブに、保存のため選択できる、使用可能なハードディスクの場所のツリービューが
表示されます。使用できる場所は、ローカル ハードディスク、ネットワークにマッピングされたドライブなどで、コンピュータにログインするため
使用されるユーザアカウントのアクセス権に対応します。コンピュータはネットワークに接続されているかもしれませんが、コンピュータにログイ
ンするため使用されるユーザアカウントにそれらネットワークボリュームに対するアクセス権がないため、ネットワークで共有されるボリューム
は見えないかもしれません。右の画面例は、保存に使用できるローカルとネットワークマッピングのディスクを示します。Windows
Explorer の使用できるハードディスクの表示と似ています。

フォルダ、ファイルをカスタム保護プランに追加するのは簡単です。方法は、Windows Explorer でファイルを表示する方法と同じで
す。マウスで展開アイコン、、をクリックすると、ディスクドライブのビューが展開します。下の画面例は、Documents and Settings フォ
ルダとサブフォルダを示します。マウスでチェックマークをつけ、チェックボックスを左クリックすると、フォルダとファイルのすべてのサブフォルダが保
存されます。たとえば、Documents and Settings フォルダを左クリックすると、Documents and Settings 下のフォルダがすべて保
存されます。フォルダやファイルの横のチェックボックスにチェックマークがない場合、そのフォルダやファイルおよびすべてのサブフォルダ、ファイ
ルは保存されません。

ソフトウェアは、デフォルトで選択されたハードディスクのフォルダしか表示しません。個々のファイルを表示するには、マウスで "ファイル表
示" ボックスをクリックします。画面が展開して、右上にあるようにファイルがすべて表示されます。フォルダ全体を選択せずに個々のファイ
ルを選択するには、ファイル名の横のチェックボックスにチェックを入れます。

'すべて' プランの選択項目

開始タブで "すべて" オプションを選択すると、選択タブにより、ローカルシステムのハードディスク (通常 C ドライブ ) の横のボックスに
チェックマークがつきます。

'Exchange ストレージグループ' プランの選択項目

開始タブの "Exchange ストレージグループ" オプションを選択すると、選択タブに、コンピュータで使用できるすべての Exchange スト
レージグループが表示されます。

注 - このプランはこのソフトウェアの「サーバ」版でのみ使用できます。
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'SQL Server データベース' プランの選択項目

開始タブの "SQL Server データベース" オプションを選択すると、選択タブに、コンピュータで使用できるすべての SQL Server デー
タベースが表示されます。

注 - このプランはこのソフトウェアの「サーバ」版でのみ使用できます。

まとめ

保護プランが選択されると、ソフトウェアは、選択されたアイテムをスキャンし、選択されているファイル、フォルダの数、データの量を表示し
ます。

ファイルを除外

コンピュータにはタイプの異なる多くのファイルがあります。ファイルのタイプは、シンプルなテキストファイルからワープロファイル、スプレッドシー
ト、画像、プロジェクト、音楽、ビデオファイルなどさまざまです。

ソフトウェアは、初めて実行されるとき、データの圧縮とデダプリケーションを保護プランのすべてのファイルに対して行い、現在および後のプ
ランの実行で最大限のデータ縮小が行えるようにインデックスを作成します。

ファイルのフォーマットによってはうまく圧縮されず、ファイルの内容は固定、つまりファイル自体は変わらない可能性があります。このような
ファイルの例として、音楽やオーディオのファイル、ビデオファイル、写真、イメージ  (画像)、圧縮ファイルなどがあります。このソフトウェアは
これらのファイルをすべて保存し、これらのファイルが一度だけ保存されるようにします (ファイルは変更されないと想定) が、これらのファイル
はディスク上大きなスペースを占めることがあります。音楽、ビデオ、写真などサイズが数ギガバイトになるコレクションがあれば、それらの
ファイルをセカンドディスクに保存し、別のディスクを重要なビジネスタイプのデータのプライマリストレージとして使用することができます。

保護プランを作成、編集するとき、プランからファイルタイプを除外するのは簡単です。選択タブに  "ファイルタイプを除外 . . . " というリン
クがあります。

リンクをクリックすると、特定のファイルタイプを除外しやすくする画面が表示されます。保護プランから除外するため選択できるファイルタイ
プはいくつかのカテゴリに分けられます。カテゴリはそれぞれ、プラス記号をクリックして展開することができます。

すべての .aac (Advanced Audio Coding) ファイルを特定のバックアップから除外するには、マウスでファイルタイプの横のチェックボックス
をクリックします。オーディオファイルをすべて除外するには、マウスで「オーディオ」という言葉の横のチェックボックスをクリックします。選択を
終えたら "OK" をクリックし、 "選択" タブに戻ります。除外するファイルを選択せずに「除外」ウィンドウを終了するには、"キャンセル" をク
リックします。

保護プランから除外するファイルを選択する場合、選択タブの選択一覧パネルが、除外されたファイルタイプの数で更新されます。

プラン名タブ

保護プランを作成する3つ目のステップは、プランに名前と説明をつけることです。プラン名は、プランで保存するデータを簡潔に表すものに
することをおすすめします。その場合、説明は長くし、アーカイブの目的や内容がわかるものにすることができます。

プラン名と説明を入力した後、マウスで  "ストレージ" タブまたは "次へ" をクリックすることができます。

ストレージ タブ

保護プランを作成する4つ目のステップは、プランからデータを受け取るストレージを選択することです。

必要に応じて、"ストレージの追加..." をクリックし、ストレージ位置を追加し、短くわかりやすい名前をつけ、"OK" をクリックして「ストレー
ジ」タブに戻ります。 ストレージ位置の名前を変更する方法については ストレージ をご覧ください。

あるプランのストレージをチェックまたはチェックを外すことができます。 ストレージが2つ以上チェックされると、ソフトウェアはそれらをトップダウ
ン方式で使用します。たとえばリストの最初の "使用可" ストレージ位置を埋めてから、次の使用可ストレージ位置に進みます。右の
上/下矢印ボタンを使って リストの強調表示されたストレージを上下に移動します。 ストレージ位置が使用できない (オフライン、使用不
可、読み取り専用...) 場合、ソフトウェアはリストの次に使用できるストレージを使用します。

保護プランを作成する最後のステップは、プランの実行とデータの保存のスケジュールを作成することです。"スケジュール" タブをクリックす
るか、"次へ" をクリックして操作を続けます。
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スケジュール タブ

保護プランを作成する最後のステップは、プランをいつ実行するか、そのスケジュールを設定することです。

このソフトウェアでは、保護プランを毎日、毎週、毎月、または毎時実行するように設定できます。また、スケジュールを設定せずに保護
プランの作成を終了することもできます。

スケジュールなしを選択

保護プランのスケジュールは是非作成することをおすすめします。ただし、スケジュールを作成したくない場合、ソフトウェアはスケジュールの
作成を強制しません。スケジュールを作成せずに保護プランの作成を終了するには、 "スケジュールなし" オプションをクリックします。 "ス
ケジュールなし" オプションを選択した場合、選択したデータをバックアップするには、保護プランを手動で実行する必要があります。保護
プランを実行 を参照してください。

デイリースケジュールを作成

保護プランを毎日1回実行するデイリースケジュールの作成は簡単です。「毎日」オプションをクリックし、プランを実行する時刻を選択しま
す。

ウィークリースケジュールを作成

保護プランを週1回実行するウィークリースケジュールを作成するには、 「毎週」オプションを使います。
「毎週」オプションをクリックし、パネル右の下向き矢印をクリックして、プランを実行する曜日と時刻を選択します。

マンスリースケジュールを作成

プランを月1回実行するには「毎月」オプションをクリックします。
プランを実行する日を1 ～ 31日のいずれかから選択するには、"日" テキストボックスをスクロールします。プランを実行する時刻を選択
するには、"時刻" テキストボックスをスクロールして時刻を選択します。

このオプションについて詳しくは 拡張 および ログオン時のみこのプランを実行 をご覧ください。

保護プランを完了

"完了" をクリックして保護プランを完了します。プランは保存され、ホームページの "保存したマイ保護プラン" に表示されます。

選択内容を変更するには "前へ" をクリックして前のタブを表示するか、タブ自体をクリックします。変更を終了するには "次へ" をクリック
してスケジュールタブに移動するか、"スケジュール" タブをクリックして "完了" をクリックします。ソフトウェアはホームページに変わり、保存
された保護プランが表示されます。詳しくは ホーム をご覧ください。

拡張

「拡張」スケジュールオプションでは、保護プランを別のユーザとして実行することができます。つまり、ソフトウェアがインストールされたコン
ピュータに現在ログインしているユーザとは異なるユーザアカウントです。下記 "ファイル名を指定して実行" を参照してください。

また「拡張」オプションでは、保護プランの拡張スケジュール動作を作成することができます。下記 "次の実行時" を参照してください。

ファイル名を指定して実行

"ファイル名を指定して実行" オプションは、ネットワークにマッピングされ、コンピュータに現在ログインしているユーザではなく、別のユーザア
カウントから使用できるドライブにアクセスするとき使用することができます。このオプションを使用するとき、"このプランはログオン時のみ実
行" オプションは通常チェックされていません。"ファイル名を指定して実行" オプションはまた、暗号化されたファイルを保護するときや復元
するときにも使用できます。その場合、ソフトウェアは、暗号化されたファイルを所有するユーザとして実行することができます。これにより、
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そのユーザアカウントでなければストレージメディア上のそれらのファイルにアクセスできません。

拡張オプションを選択すると、インタフェース右のパネルが変わります。現在ログインしているユーザのアカウントが、クリック可能なリンクとし
て表示されます。左マウスボタンでリンクをクリックすると、使用できるユーザ名のウィンドウが表示されます。

プランが実行されるとき有効にしたいユーザアカウントを選択し、そのユーザアカウントのパスワードを入力します。

"完了" をクリックしてプランを保存するか、拡張スケジュールオプションの "次回に実行" の横のリンクをクリックすることができます。通常、
この操作を行うとき、オプション "このプランはログオン時のみ実行" はチェックしないでおきます。

次の実行時間  

"次の実行時間" オプションは、保護プランに複数の実行時間を設定するとき使用できます。プランを実行する日数、時間、頻度を対
象にしたプランのスケジュールを1つ作成することができます。

拡張スケジュールを作成するには、はじめに "スケジュール未定" リンクをクリックします。

"新規" をクリックすると、さまざまなフィールドを編集できます。

"タスクのスケジュール" フィールドは、予定されたタスク (保護プラン) を実行する頻度を指定します。
 オプション:

· 毎日
· 毎週
· 毎月
· 1 回
· システム起動時
· ログオン時
· 不在時

"開始時間" フィールドは、保護プランが毎日、毎週、毎月、または1回実行する予定になっている場合、保護プランの開始時間を指定
します。

"デイリータスクスケジュール " (またはウィークリー) フィールドは、プランを日単位または週単位で実行する頻度を指定します。

"拡張" をクリックすると、拡張スケジュールの他のオプションを使用することができます。

"開始日" フィールドでは、プランの実行を始める日を選択できます。

"終了日" フィールドは、プランの実行を止める日を選択できます。このフィールドの選択は任意で、必ずしも設定する必要はありません。
終了時期がはっきりしているプロジェクトがある場合は、終了日を設定しておくといいでしょう。

"タスクを繰り返す" フィールドでは "毎回" フィールドで指定されたインターバルで繰り返し実行するようにプランを設定することができま
す。

一般的な質問 

Q. 管理者レベルのユーザで、ローカルシステムとワークグループ/ネットワークにパスワードがあります。拡張オプションを選択する必要はあ
りますか? 

A. 拡張オプションを選択する必要があるのは、拡張スケジュール機能を使用したい場合だけです。
 
Q. 管理者レベルのユーザですが、パスワードはなく、ローカルシステムだけです（ネットワークには接続されていません）。拡張オプションを
選択する必要はありますか? 

A. 拡張オプションを選択する必要があるのは、拡張スケジュール機能を使用したい場合だけです。

Q. 自分のシステムにログオンして別のユーザとして実行する必要のあるのはどんなときですか? 

A. 通常は制限つきアカウントを使用し、管理者アカウントを持つようにシステムを設定すれば、これを、安全上の理由から、新しいアプリ
ケーションを追加したり、このソフトウェアを実行したりするときだけ使用します。
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ログオン時のみこのプランを実行

このオプションは、保護プランのスケジュールを設定したとき有効になります。 Windows で予定タスクを作成すると、Windows は、資格
情報、すなわちコンピュータにログインするため使うユーザアカウントとパスワードを聞いてきます。

ベストプラクティスとして、管理者レベルのアカウントは、ブランクではないパスワードを使うようにしてください。これは特に、このソフトウェアで
ネットワークドライブをバックアップする場合に当てはまります。ソフトウェアは、ネットワークの接続性についての Windows のルールを守り、
これは、パスワードが使用されない場合にはプランを作成できないという状況を招きます。

"このプランはログオン時のみ実行" オプションをチェックすると、ソフトウェアは、ユーザが Windows にログオンするため使うパスワードの入
力を求める必要なく、バックアップを予定することができます。ソフトウェアは、Windows が起動したとき与えられる資格情報を使用しま
す。

"このプランはログオン時のみ実行" オプションは、 コンピュータ側にいないときに、管理者アカウントからログオフできるように、チェックを外す
こともできます。これにより他人がコンピュータにアクセスして管理者レベル特権を得ることを防ぐことができます (ブランクパスワードを使用
しないもう1つの理由)。プランがスケジュールに組み込まれ、"このプランはログオン時のみ実行" オプションにチェックがない場合、確認ポッ
プアップが表示され、パスワードの入力を求められます。パスワードを入力し、 "OK" をクリックし、"完了" をクリックしてプランの作成また
は編集を完了します。
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プランの実行、編集、削除

保護プランの実行、編集、削除の詳細については、下記リンクを参照してください。

· 保護プランを実行

· 保護プランを編集

· 保護プランを削除

保護プランを実行

保護プランは、「スケジュール未定」プランとしてか「スケジュール決定」プランとして実行することができます。スケジュール未定プランは、"今
すぐ実行" ( ) をクリックすることによってのみ実行できます。スケジュール決定プランは、プランを開始するため選択された日付と時刻を
待つか、または  "今すぐ実行" をクリックすることで実行できます。

スケジュール未定プランを実行

保護プランが作成されると、選択されたプラン名とスケジュール動作が "保存したマイ保護プラン" に表示されます。 プランのスケジュール
設定方法については スケジュール タブ をご覧ください。

一度も実行されていないスケジュール未定プランのディスプレイは、プランの実行が予定されていないことを示し、"ステータス: OK" (OK
の部分は無効) はプランがまだ実行されていないことを示します。

プランを開始するには、右上の "今すぐ実行" ( ) をクリックします。プランはまた、プランを編集しスケジュールを作成することによって開
始することもできます。保護プランの編集については 保護プランを編集 をご覧ください。

予定されていてまだ実行されていないプランのディスプレイは、スケジュール情報と "ステータス: OK" (OK の部分は無効) で、プランがま
だ実行されていないことを示します。

プランが予定されていてもプランを開始する場合は、右上の "今すぐ実行" ( ) をクリックします。
また、プランを編集し予定実行時間を変更することもできます。保護プランの編集については 保護プランを編集  をご覧ください。

作成され、予定され実行された保護プランのディスプレイは、スケジュール情報と、プランが最後に実行された日付・時刻を示します。"ス
テータス: OK" (OK は無効ではありません) はプランの最後の実行が正常に完了したことを示します。実行結果を表示するに
は、"OK" リンクをクリックします。 詳しくは 結果 をご覧ください。

プランを開始するには右上の "今すぐ実行" ( ) をクリックします。また、プランを編集し、予定実行時間を変更することもできます。保
護プランの編集については 保護プランを編集 をご覧ください。

ホームページ - 保護プラン実行 

保護プランが実行されると、保存されたプランのパネルに、進行状態を示すプログレスバーが表示されます。 
また、処理されたファイル数が経過時間とともに表示されます。

プランを止めるには "停止" ( ) をクリックします。確認ダイアログが開くので、プランを止めたいか確認またはキャンセルすることができま
す。プランが停止されると、ステータスは "キャンセル" に変わります。

保護プランを編集

保存された保護プランは、実行されていないときいつでも編集できます。プランを編集するには "設定を編集" ( ) をクリックします。

プランを編集するためのレイアウトはプランを作成する場合と同じです。プランの編集は、開始タブではなく選択タブから始めます。プランを
開始するタイプを変更することはできません。また、タブの数 (保護プラン作成時に表示) は表示されません。保存したプランの編集は、タ
ブの順序にかかわらず行え、希望するタブだけを編集することもできます。

"OK" ボタンをクリックして変更内容を保存し、 ホーム ページに戻ります。 "キャンセル" ボタンをクリックすると、プランの変更内容を保存
せずに ホーム ページに戻ります。
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保護プランを削除

保護プランをソフトウェアから削除するには、"プランを削除" ( ) をクリックします。

プランは、ホームページの "保存したマイ保護プラン" パネルから削除されます。プランを削除してもプランによって保存されたデータは削除
されません。削除するプランからデータを復元するには、ホーム画面の左パネルで "エクスプロア" をクリックし、削除したプラン名を見つけ
ます。
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エクスプロア、復元

このソフトウェアでデータを復元するのは簡単で高速です。 

データを見つけ復元する方法は、次のとおりです:

· 検索バーでファイル名、ファイル名の一部、または *.doc などのワイルドカードを入力します。
· Windows Explorer で保護プランを調べ、特定の時間に存在したフォルダ、ファイルを表示します。
· 保護プランの実行内容全体を復元します。

詳しくは、フォルダ、ファイルのエクスプロア、復元、 Exchange ストレージグループの復元、または SQL Server データベースの復元  をご
覧ください。

プランの保存時間を見つける

左パネルの「エクスプロア」ボタンをクリックしてエクスプロアページを開くと、現在の月日を示すカレンダーが表示されます。

太字 の日は、保護プランが実行された日です。 (詳しくは下の「表示オプション」を参照してください。) いずれかの日をクリックすると、その
日に実行された保護プランがページ下のパネルに表示されます。その日、プランが正常に実行された時間ごとに、対応する "リカバリポイ
ント" が表示されます。

復元したいリカバリポイント (保存時間) を選択します。ステータス欄は "使用可" または "オフライン" と表示されています。ステータスの
"使用可" は、 リカバリポイントを表示、チェックでき、あるいは復元できることを意味します。 それらのプランを含むストレージは現在コン
ピュータから使用できます。ステータスの "オフライン" は、それらのプランを含むストレージが現在は使用できないことを意味します。  スト
レージの名前は "ストア" 欄に表示されます。

選択されたリカバリポイントが「フォルダ、ファイル」のプラン実行からのものである場合、復元ポイントをチェック（エクスプロア）するには、右
下の「エクスプロア」ボタンをクリックします。復元ポイント全体をその元の位置または別の任意の場所に復元（リストア） することもできま
す。詳しくは フォルダ、ファイルのエクスプロア、復元 をご覧ください。

選択されたリカバリポイントが SQL Server や Exchange で実行された保護プランのものである場合、復元ポイントは復元（リストア）す
ることしかできません。エクスプロアボタンは無効になります。詳しくは Exchange ストレージグループの復元 または SQL Server データベ
ースの復元 をご覧ください。

表示オプション

エクスプロアページの表示オプションボックスをクリックすると、表示オプションのセクションを縮小/拡大することができます。ユーザインタフェー
スが起動するごとに、表示オプションセクションが拡大表示されます。 

· このコンピュータのリカバリポイントのみ表示

このソフトウェアが2つ以上インストールされている場合、同じストレージ位置に保存しようとすると、エクスプロアビューは関連の
ないリカバリポイントで混雑します。このビューをフィルタして、このインストールシステムからのリカバリポイントのみ表示するに
は、"このコンピュータのリカバリポイントのみ表示" をチェックします。このオプションはデフォルトでチェックが入っています。 

· オフライン保護プランを隠す

デフォルトのとき、リカバリポイントは、使用できるかどうかのステータスにかかわらず表示されます。使用できるストレージのリカバ
リポイントのみ表示するには、"オフライン保護プランを隠す" オプションをチェックします。

フォルダ、ファイルのエクスプロア、復元

このソフトウェアは、ハードディスクドライブのランダムアクセス機能を利用して、保存されたデータに即座にアクセスします。ソフトウェアは、
ユーザが日常的に使用するのと同じ Windows Explorer インタフェースを使ってデータを表示できるので、データを見つけ復元するプロ
セスは簡単です。

ドラッグ＆ドロップ (またはコピー＆ペースト) で保護プラン全体を復元でき、個々のファイルを復元することもできます。ファイル名がわから
ない場合は、ファイル名の一部を検索バーに入力すれば、ソフトウェアがファイル名に一致するファイルのリストアップを開始します。キーボ
ードの Enter を押すか、テキストボックス右の虫メガネのアイコンをクリックし、検索結果の最初の 1,000 件をチェックします。 *.txt などの
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ワイルドカード検索もできます。

注 - 検索結果から "ファイル名を指定して実行" を使う、あるいは時点エクスプローラからドラッグ/ドロップ、コピー/ペーストを使うとき、セ
キュリティ属性は対象のフォルダから継承されます。元のセキュリティ情報を保持するには、"復元" オプションを使います。これを行うは、
時点エクスプローラでファイルを右クリックして "復元" を選択するか、時点全体を復元するため、エクスプロアページで復元ボタンをクリック
します。

詳しくは次のトピックを参照してください:

· プランをチェックする

· プランを復元する

プランをチェックする

注 - エクスプロア機能は Microsoft WebClient サービスを使用してアーカイブにアクセスします。 WebClient サービスが無効な場合、
検索バーを使い、復元する個々のファイルを見つけるか、保護プランのすべてのファイルを復元する必要があり、これは "復元" ボタンをク
リックして行います。Windows Vista7/8/10 と Windows Server 2008/2012/2016/2019 プラットフォームのエクスプロアは、ポート
8500をリスンする設定になっています。これらのプラットフォームでは、オプション、設定のチェック タブからリスニングポートを変更できます。

実行された保護プランによって保存されたすべてのファイルを表示するには、ステータス欄に "使用可" と表示された保護プラン名をクリック
し、ページ下の "エクスプロア" をクリックします。保存の時点の Windows Explorer ビューが表示されます。 Windows Explorer ビュ
ーで個々のファイルを見るときと同じように、Explorer ビューのフォルダをクリックします。

注 - "オフライン" ストレージにある実行された保護プランを選択した場合、必要なストレージの名前とシリアル番号がエクスプロアページ
の左下角に表示されます。 ストレージが使用できるかどうかにかかわらず、ストレージ欄にはこれと同じ情報が常に表示されます。

時点エクスプローラから、関連するアプリケーションを使い、任意のファイルをダブルクリックで開くことができます。ファイルは読み取り専用モ
ードで開きます。フォルダやファイルを復元するには、コピー＆ペーストまたは  ドラッグ＆ドロップ を使う、またはフォルダやファイルを右クリッ
クし、「時点復元」画面にアクセスする、もしくはそれをクリップボードにコピーします。

始めるには、プランの保存時間を見つける を参照してください。

プランを復元する

ステップ 1 - プランを見つける

個々のファイルまたはファイルのグループを復元するほか、ソフトウェアは保護プラン全体を復元できます。一般に、保護プラン全体を復元
する必要があるのは、ファイルの移動、誤った削除、ディスクの変更やクラッシュの後のシステム復元などの場合だけです。

保護プラン全体を復元するプロセスは、復元したい保護プランを見つけることから始まります。 プランの保存時間を見つける  を参照して
ください。

復元したいプランを見つけ、ステータス欄が "使用可" かどうか確認します。復元したい保護プランをクリックします。ステータス欄が "オフラ
イン" なら、"場所" 欄に表示されたストレージを使用できるようにします。

"使用可" の保護プランが強調表示されると、画面右下の "エクスプロア"、"復元" ボタンが有効になります。"復元" をクリックすると、下
に示すものと同様の "時点復元" ダイアログが表示されます。

ステップ 2 - 復元方法を選択

保護プランを復元するとき選択できる基本オプションは、次の2つです:

· "ファイルを復元するのはどの場所、どのフォルダ?"
· "既存ファイルを差し替え?"

ファイル復元先:

· 元の場所 - ファイルは、ファイルを保存した元のフォルダに復元できます。これはデフォルトの操作です。ファイルが保存された
ときにファイルのあったフォルダがなくなっている場合、ソフトウェアはフォルダを作成します。
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· 他の場所 - ファイルは他のフォルダ、つまりファイルを保存したフォルダとは別のフォルダに復元できます。このオプションは保存
されたデータのフォルダ構造を保ちます。すなわち、保護プランでデータが保存されたとき存在したすべてのフォルダ、サブフォル
ダが、選択された別のフォルダに表示されます。

他のフォルダへの復元を行うには "ファイル復元先:" ドロップダウンをクリックし、"他の場所" をクリックします。これを行うと、"他の場所:"
の横のテキストがアクティブになり、青色表示になり、リンクとしてクリックできます。

リンク "ここをクリックして他のフォルダを選択します" をクリックすると、ダイアログウィンドウが開き、ここで、ソフトウェアがファイルを復元する
新しいフォルダを選択できます。

復元:

このソフトウェアにより、PC 上のファイルをユーザが保存したファイルと差し替えるかどうかを決めるオプションは、次の3つです。

· 復元操作によって、ハードディスクにすでにあるファイル上にコピーしたくない場合は、不足ファイル を選択します。このオプショ
ンは、ファイルの復元先として選択したフォルダにないファイルのみ復元します。このオプションは、フォルダにないと思われるファ
イルのみコピーしたいとき選択するとよいでしょう。 保護プランを別のフォルダに復元する場合、別フォルダには保護プランの
ファイルはないかもしれないため、すべてのファイルが復元される可能性があります。

· 復元操作で、フォルダからなくなったファイル (消失ファイル) を復元し、ハードディスクの古いファイルを保護プランからの比較
的新しいファイルと差し替えたい場合は、不足ファイル、古いファイル を選択します。このオプションは、ハードディスクの現在
のファイルを保護プランからのファイルの最近のバージョンと差し替えるとき選択するといいでしょう。保護プランを他のフォルダ
に復元する場合、他のフォルダには保護プランのファイルがないかもしれないので、すべてのファイルが復元される可能性があ
ります。

· フォルダからなくなったファイル (消失ファイル) を復元し、ハードディスクのファイルを、保存されたファイルが新しいか古いかにか
かわらず差し替えたい場合は、 不足ファイル、異なるファイル を選択します。このオプションを選択するのは、ハードディスクの
特定のエリアを再構築する場合などです。

オプションを選択した後 "復元" をクリックすると、ソフトウェアは保護プランからファイルの復元を開始します。復元が完了した後、復元の
ログファイルを表示するには、"ログを表示" をクリックします。復元の記録は、保護プラン名の結果ページにも表示されます。復元記録を
見るには、左端のパネルの "結果" をクリックし、復元された保護プラン名を見つけます。アクション欄は、"復元" の文字と復元の日付・
時刻です。

ドラッグ&ドロップ復元

Microsoft Windows の「マイコンピュータ」や Explorer でファイルを転送するときと同じ標準のドラッグ＆ドロップやコピー/ー＆ペースト
によって、1つのファイルまたはファイルのグループを復元することができます。

ファイルの復元は、チェックしたい保護プランのリカバリポイントを見つけることから始まります。 詳しくは プランの保存時間を見つける をご
覧ください。

保護プラン名をクリックしてリカバリポイントを強調表示すると、"エクスプロア" と "復元" のボタンがアクティブになります。

"エクスプロア" をクリックすると、プランのデータがウィンドウに表示されます。

Windows Explorer でデータをナビゲートする場合と同じように、保存されたデータをナビゲートします。

ドラッグ＆ドロップで復元するには、ファイルをマウスでエクスプロアウィンドウからマイコンピュータまたはエクスプローラのフォルダ位置まで、も
しくはデスクトップにドラッグするだけです。

注 - 選択されたファイルを右クリックすると、使用できる他のオプションのメニューが開きます。

注 - 検索結果から "ファイル名を指定して実行" を使う、あるいは時点エクスプローラからドラッグ/ドロップ、コピー/ペーストを使うとき、セ
キュリティ属性は対象のフォルダから継承されます。元のセキュリティ情報を保持するには、"復元" オプションを使います。これを行うは、
時点エクスプローラでファイルを右クリックして "復元" を選択するか、時点全体を復元するため、エクスプロアページで復元ボタンをクリック
します。

Exchange ストレージグループの復元
Exchange 保護プランは、選択された各ストレージグループの Exchange データベースとログファイルをバックアップします。プランが実行さ
れた後、有効なログは切り詰められます。このページでは、Exchange 2003、 Exchange 2007 データベースの復元・リカバリプロセスに
ついて説明します。



DATASTOR Shield™ Server Backup

28 / 36

このソフトウェアは、Windows の比較的新しいバージョンに含まれる VSS ライターを使用して Microsoft Exchange を保護します。
Exchange ストレージグループがソフトウェアによってバックアップされるとき、VSS ライターが関係し、データベース、ログファイル、メタファイ
ルで構成されるファイルばオープン状態でバックアップされます (メールボックスストアのマウント時)。 電子メールのやりとりと新しいログファイ
ルはメモリ内で後回しにされ、既存のファイルがバックアップされます。データベースはオープンな、「犠牲にされた」状態にされ、復元された
データベースを Exchange で再マウントする前にリカバリが必要になります。

復元時、ストレージグループを構成するファイルは、ユーザが選択する場所に復元されます。復元後、個々のデータベースを Exchange
で再び使用するためには、ESEUtil.exe  を使ってストレージグループを「元に戻す」必要があります。破損した既存の Exchange データ
ベースを差し替えるか、単にメールボックスからデータを復元するかにより、復元されたファイルをデータベースファイルの元の場所にコピーす
るか、または復元された場所に残すかが決まります。ソフトウェアは、使用中のメールボックスのデータベースが壊れている可能性があるた
め、データベースファイルを元の場所に復元することはありません。

保護プラン全体を復元するプロセスは、復元したいプランの保存時間を見つけることから始まります。 プランの保存時間を見つける  をご
覧ください。

復元したい保存時間を選択すると、画面右下の "復元" ボタンが使用できる状態になります。"復元" をクリックすると "ストレージグルー
プの復元" ダイアログが表示されます。

Exchange で復元されたデータベース ファイルを使用するには、それらを「元の状態に戻し」、Exchange Server に「再接続」する必要
があります。データベースを元に戻し、Exchange Server に接続することについては、次のリンクを参照してください:

http://technet.microsoft.com/en-us/library/aa998848(EXCHG.80).aspx

https://docs.microsoft.com/en-us/exchange/high-availability/disaster-recovery/restore-data-using-recovery-dbs?
view=exchserver-2019

http://technet.microsoft.com/en-us/library/aa996168(EXCHG.65).aspx

SQL Server データベースの復元
SQL Server 保護プランは、選択された SQL Server データベースのすべてのファイルをバックアップします。このページでは、SQL
Server データベースを復元し、正常な状態に戻すプロセスについて説明します。

ソフトウェアは、個々のファイル またはファイルのグループを復元するほか、保護プラン全体を復元できます。一般に、保護プラン全体を復
元する必要があるのは、ファイルの移動、誤って削除したとき、またはディスクの変更やクラッシュの後にシステムを復元する場合です。

このソフトウェアは、Microsoft SQL を保護するために、Windows の比較的新しいバージョンに含まれる VSS の SQL ライターを使用
します。ソフトウェアによってデータベースがバックアップされるとき、VSS ライターが関係し、データベースを構成するファイルがオープン状態
でバックアップされます (データベースマウント時)。新しいトランザクションやトランザクションログはメモリに待機し、その間、既存ファイルが
バックアップされます。データベースはオープン状態のまま残ります。

ソフトウェアはデータベース ファイルをユーザが選択する場所に復元します。復元後、データベースをデータベースサーバに再接続する必
要があります。目的が破損した既存データベースの差し替えか、テーブルからデータを復元するだけかによって、復元されたファイルをデー
タベース ファイルの元の場所に移すか、または復元された場所に残すかが決まります。ソフトウェアは、使用中のデータベースが壊れてい
る可能性があるため、 データベース ファイルをその元の場所に復元することはありません。

保護プラン全体を復元するプロセスは、復元したいプランの保存時間を見つけることから始まります。 プランの保存時間を見つける  

復元したい保存時間を選択すると、画面右下の "復元" ボタンが使用できるようになります。"復元" をクリックすると "ストレージグルー
プを復元する" ダイアログが表示されます。

復元後は、データベース ファイルを SQL インスタンスに再接続する必要があります。データベースを SQL インスタンスに再接続することに
ついては、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms190209.aspx を参照してください。

コンピュータシステムの復元

Everything保護プランには、コンピューターの復元に必要なすべてのシステム情報と、オプションで接続されているデータ
ディスクのボリュームが格納されます。また、[エクスプローラ]ボタンを選択して、個々のファイルとフォルダを復元することもで
きます。フォルダとファイルのエクスプローラと復元を参照してください。システム全体を復元するには、システム回復環境
を使用する必要があります。

http://technet.microsoft.com/en-us/library/aa998848(EXCHG.80).aspx
http://technet.microsoft.com/en-us/library/aa996168(EXCHG.65).aspx
http://msdn.microsoft.com/en-us/library/ms190209.aspx
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復元するシステムのEverything保護プランを実行し、システム回復環境をメディアに保存した場合、次のようにコンピュー
ターシステムを復元できます。

コンピューターを起動して回復

システム回復環境（SRE）は、コンピューターを起動して回復するために使用されます。ほとんどのコンピューターシステムは
CD/DVDまたはUSBドライブから起動できます。CD/DVDまたはUSBドライブからの起動については、コンピューターの仕
様とBIOSサポートを確認してください。起動時にブートメニューからブートドライブを選択するか、CD/DVDまたはUSBドラ
イブからブートするようにBIOSを調整しなければならない場合があります。

仮想マシン（VM）ホストでは、ゲスト仮想マシンを物理 CD/DVDドライブまたはISOイメージファイルから起動できます。
VMを回復するには、まずSREを起動するように構成します。

SREを起動するとSRE起動画面が表示されます。この画面では、ステップバイステップのウィザードに従ってシステムを復元
できます。SREの起動画面からコマンドプロンプトを開いたり、コンピューターをシャットダウンまたは再起動したりできます。

ほとんどのシステムの復元はコマンドプロンプトを使用せずに実行できますが、時にはコマンドプロンプトを使用しなければなら
ない場合もあります。たとえば、DHCPサーバーがIPアドレスを自動的に提供しない場合は、netshコマンドを使用してネッ
トワークアダプターのIPアドレスを設定しなければならないことがあります。

コンピューターシステムの復元

[SREの起動]画面から[コンピューターの復元]を選択し、ステップバイステップウィザードに従います。

最初の手順は、Everything保護プランによって作成された回復ポイントを含むストレージを識別することです。ウィザード
が回復ポイントを見つけるために検索できる場所は2つあります。ローカルディスクとネットワークの場所です。

注意：ネットワークの場所を検索するには、SREがネットワークアダプターにバインドする必要があります。SREは起動時に
すべてのネットワークドライバーを検索し、ハードウェアに一致するものを見つけます。システムで使用可能なネットワークドライ
バーがある場合、それが読み込まれ、DHCPを使用してIPアドレスを取得しようとします。SREでネットワークドライバーを読
み込めない場合は、[ドライバーの読み込み]をクリックして、システムと互換性のある32ビット（UEFIを使用して起動する
システムでSREを使用している場合は64ビット）のネットワークアダプタードライバーを参照します。ネットワークドライバーが読
み込まれると、ドライバーはDHCPを使用してIPアドレスを取得しようとします。

[ローカルディスクの検索]をクリックすると、システムが回復するようにディスクドライブがスキャンされます。

[ネットワークの場所の検索]をクリックすると、ネットワークドライブ文字をネットワークの場所またはUNCパスにマップするよ
うに求められます。ストレージデバイスが別のコンピュータに接続されている場合は、ネットワーク経由でデバイスに接続する
前にドライブを共有する必要があります。プロンプトが表示されたらユーザーアカウントの資格情報を入力し、[OK]をクリック
します。注意：ネットワークフォルダーをからストレージにアクセスするためには、Everything保護プランに使用したの
と同じアカウントを使用してください。接続されるとディスクドライブがスキャンされ、システムが回復します。

次に、回復するシステムと回復ポイントを選択します。使用可能な回復ポイントがある各システムが表示され、システム名、
OSバージョン、ビルド番号が示されます。使用する回復ポイントを選択して、[次へ]をクリックします。

次に、復元用のボリュームとドライブのマッピングを構成します。保護プランによってバックアップされた元のボリュームは、元の
ドライブ文字、ラベル、容量、ファイルシステムタイプとともに表示されます。復元する最初のドライブを確認します。[マップ
先]列は、システムに接続されている最初のディスクドライブを自動的に選択します。これが目的のマッピングでない場合は、
[マップ先]列のドロップダウンメニューからディスクを変更できます。ドライブに作成されるボリュームのサイズを変更するには、
[サイズの復元]列の[...]ボタンを選択します。指定したボリュームマッピングが元の容量より小さい場合、マッピングには警
告アイコンが表示されます。 それ以外の場合は、チェックマークアイコンが表示されます。

注意：ボリュームマッピング用のドライブがない場合は、ストレージコントローラーのドライバーをインストールする必要がありま
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す。ドライバーをインストールするには、[ドライバーの読み込み]をクリックして、互換性のある32ビットドライバー（または
UEFIを使用して起動するシステムにSREを使用している場合は64ビットドライバー）が含まれている場所を参照します。ド
ライバーがインストールされたら、[再スキャン]をクリックしてドライブをスキャンし、ボリュームにマッピングします。

マッピングに満足したら、[次へ]をクリックして最終ページに移動します。

最終ページには2つのオプションがあります。

· 保存したブート情報を復元する（推奨）- 回復したオペレーティングシステムの初期化に使用したブートレコード
を修復します。ファイルデータを復元した後、SREはコマンドウィンドウを表示し、復元されたコンピューターで検出
されたすべてのオペレーティングシステムのブートレコードを修復するように求めます。回復したオペレーティングシステ
ムのブートレコードを修復しないと、起動しない場合があります。保存したブート情報を復元しない場合は、SRE
内から他のツールを使用してブートレコードを手動で修復するか、Windows 回復環境（WinRE）を使用する
必要があります。

· 高性能設定で復元を実行 - 複数のプロセッサーを使用して復元を高速化します。

システムを回復する準備ができたら[回復]をクリックします。既存のボリューム上のデータが破棄されることを警告されます。
[はい]をクリックして続行するか、[いいえ]をクリックして戻り、設定を変更します。

復元の実行中は、スループットを監視して復元がいつ完了するかを予測できます。

リカバリが完了したら復元ログを表示するか、[完了]をクリックしてSREの起動画面に戻ることができます。

起動画面に戻ったらコンピューターを再起動して、回復したOSで起動することを選択できます。注意：回復プロセス中に変
更した場合は、BIOSブートメニューを調整する必要があります。
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結果を解釈する

保護プランの結果説明については、次のリンクを参照してください。

· 保護プランの結果

保護プランの結果

プランの実行結果にアクセスする方法は、次の2とおりあります。1つは、プランが完了したとき "ステータス" リンクを選択することです。"ス
テータス" の行が変わり リンクが 表示されます。リンクは OK、アラート、キャンセル、エラー、または 警告 です。

"ステータス" の横のリンクがクリックされると、ソフトウェアはプランの結果を表示します。結果詳細パネルに、次のようなテキストとグラフが
表示されます:
 

· プランのこの実行でのデータ縮小率
· プランによって保護されたファイル数
· プランの最後の実行以降の新規ファイル数、変更ファイル数
· プランによって処理されたデータ量
· プランの最後の実行以降に変更されたデータ量
· バックアップディスクに保存されたデータ量

最初のプラン実行後、"新しいファイル" カウントは "保護されたファイル" カウントと等しくなり、"変更されたファイル" はゼロになります。ま
たこの場合、"変更合計" のバイトカウントは "処理合計" のバイトカウントに等しくなります。グラフは、このプラン実行時にバックアップディ
スクに保存されたデータ量を緑色とラベル "保存" で示します。グラフの黄色は、ソフトウェアがこのプラン実行時に縮小またはファクタ化し
たデータ量を示します。

"ログを表示" リンクを開くと、他の詳細を含むログファイルを見ることができます。

ログファイルには次のような定義があります:

· "データ縮小率" = '新規・変更された' データの '保存合計' (プランのこの実行でディスクに書き込まれたデータ量合計) に
対する比

· "CCF 率" = "保存されたデータ" (プランによって保護されたすべてのデータ) の "保存合計" (プランのこの実行でディスクに
書き込まれたデータ量合計) に対する比

データに変更が加えられ、プランが再び実行された後の結果画面を見ると、"処理合計" のデータ量が同じことがわかります。ソフトウェア
は、プランでマークされたすべてのファイルをスキャンし、新規または変更されたデータを探します。

グラフは、変更されていないデータ量を青色とラベル "未変更" で示します。ソフトウェアが縮小またはファクタ化したデータも黄色で示さ
れ、ディスクに実際に書き込まれたデータ量も緑で示されます。



DATASTOR Shield™ Server Backup

32 / 36

ストレージステータス

 「ストレージ」ページは、ストレージとその物理空きスペースが現在使用できるかどうかを示します。

"ステータス" 欄は、ストレージ位置の可用性ステータスを示します。ステータスが "使用可能" のとき、この位置を使用できます。"オフラ
イン" ステータスは、この位置はソフトウェアによって認識されますが、現在は使用できないことを示します。

"サイズ" 欄はストレージの基本容量を示します。

"% 空き" 欄はストレージの固有空きスペースを示します。

"名前" 欄は Windows のマイコンピュータでストレージを表示するとき表示されるものと同じストレージ指定を示します。ストレージ位置
の名前を変更するには、位置を右クリックして「名前の変更」を選択します。

詳しくは次のトピックを参照してください:

· ストレージ追加

· ストレージ容量

· ストレージ削除

ストレージ追加

ソフトウェアを新規にインストールしたとき、これに割り当てられるストレージ位置はありません。新しいストレージ位置は、保護プランを
(「ストレージ」タブから) 作成/編集するときに追加するか、「ストレージ」ページから追加します。また、このソフトウェアで保存されたアーカ
イブを含み、削除されたストレージ位置 (「ストレージ削除」) も、同じように再接続できます。

「追加」操作は、ストレージ位置を使ってデータを復元したり保存したりする前に実行する必要があります。

追加されたストレージ位置からデータを復元するには、「エクスプロア」ボタン (「エクスプロア、復元」) をクリックします。

保存は、ローカル接続のディスクドライブからも、ネットワークのドライブからも可能です。詳しくは次のトピックを参照してください:

· ディスクドライブストレージの追加

· ネットワークドライブストレージの追加

· リムーバブルディスクストレージの追加

· 既存ストレージを使う

ディスクドライブストレージ

ローカル接続のハードディスクを使用する場合は「ディスクドライブ」を選択します。 このオプションは、「ストレージの追加」画面で選択する
ディスクのルートに保存場所を作成します。ディスクを選択し、"OK" ボタンを押します。

このディスクにすでに保存場所がある場合 (前にこのソフトウェアをインストールした場合など)、再接続するには、"既存のものを使用" オ
プションを選択し、ドロップダウンリストから保存場所を選択します。 詳しくは、既存ストレージを使う をご覧ください。ボリュームに保存場
所がない場合、このオプションは無効になります。

新しい保存場所を追加するには、"新規追加" を選択し、新しい保存場所にわかりやすい名前を入力し、"OK" をクリックします。保存
場所が追加された後、これは「ストレージ」ページに表示される保存場所リストに表示され、保護プランを作成/編集するときに「ストレー
ジ」タブにも表示されます。

保護プランによって初めて使用されるとき、新しい保存場所が自動的に "準備" されます。これにより、保護されたデータを保存・管理す
るためソフトウェアによって使用されるファイル・フォルダ構造が作られます。
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ネットワークドライブストレージ

ネットワーク接続ストレージ (NAS) を使う場合は「ネットワークドライブ」を選択します。このオプションは、「ストレージの追加」画面で選
択するネットワークストレージのルートに保存場所を作成します。 ネットワークドライブを選択し、"OK" ボタンをクリックします。ネットワー
ク ストレージが表示されない場合、これをコンピュータに知らせるため、次のように、ドライブをマッピングするか、ネットワークの場所を追加
します:

· Windows XP、2003 オペレーティングシステムでは、  "ネットワークドライブのマッピング" リンクをクリックして Windows
「ネットワークドライブのマッピング」ウィザードを起動します。 NAS をマッピングするとき、"ログオン時に再接続する" オプション
を選択してストレージを使用できるようにしておくことをおすすめします。

· 他の Windows オペレーティングシステムでは、前記のようにドライブをマッピングするか、ネットワークの場所を追加すること
ができます。 ネットワークの位置追加ウィザードを起動するには、"ネットワークの場所を追加する" リンクをクリックします。

 
この NAS に (このソフトウェアの前回のインストール場所などに) すでに保存場所がある場合、その場所を再接続するには、"既存のも
のを使用" オプションを選択し、ドロップダウンリストから保存場所を選択します。詳しくは 既存ストレージを使う をご覧ください。NAS に
保存場所がない場合、このオプションは無効になります。

新しい保存場所を追加するには、"新規追加" を選択し、新しい保存場所にわかりやすい名前を入力し、"OK" をクリックします。保存
場所が追加されると、「ストレージ」ページの使用できる保存場所のリストに表示され、保護プランを作成/編集するとき「ストレージ」タブ
にも表示されます。

保護プランによって初めて使用されるとき、新しい保存場所が自動的に "準備" されます。これにより、保護されたデータを保存・管理す
るためソフトウェアによって使用されるファイル・フォルダ構造が作られます。

ネットワーク接続ストレージ  (NAS) ユーザアカウント

保護プランの実行スケジュールを設定するとき、"ログオン時にのみこのプランを実行" オプションはデフォルトでチェックされています。その場
合、ユーザがログオンしたとき、次のいずれかの条件が真なら、プランは NAS にアクセスします:

· NAS ユーザ資格情報がシステムに保存されている。
· NAS ユーザがまだ接続されている。
· NAS シェアのパスワードがない。

ユーザがログオンしていないとき、次のいずれかの条件が真なら、プランは NAS にアクセスします:

· プランの "ファイル名を指定して実行" するユーザが NAS シェアに読み取り/書き込み権を持つ。
· "ファイル名を指定して実行" するユーザの資格情報がシステムに保存されている。
·  NAS シェアのパスワードがない。

リムーバブルディスクストレージ

リムーバブルディスクドライブを使用したい場合は、「リムーバブルディスク」ストレージを選択します。このオプションは、「ストレージの追加」
画面で選択するドライブのルートに保存場所を作成します。リムーバブルディスクドライブを選択し、"OK" ボタンをクリックします。

このディスクに (このソフトウェアを前回インストールした場所などのため) すでに保存場所がある場合、これを再接続するには "既存のも
のを使用" オプションを選択し、ドロップダウンリストから保存場所を選択します。詳しくは 既存ストレージを使う をご覧ください。ドライブ
に保存場所がない場合、このオプションは無効になります。

新しい保存場所を追加するには、"新規追加" を選択し、新しい保存場所にわかりやすい名前を入力し、"OK" をクリックします。保存
場所が追加されると、「ストレージ」ページの使用できる保存場所のリストに表示され、保護プランを作成/編集するとき「ストレージ」タブ
にも表示されます。

保護プランによって初めて使用されるとき、新しい保存場所が自動的に "準備" されます。これにより、保護されたデータを保存・管理す
るためソフトウェアによって使用されるファイル・フォルダ構造が作られます。

既存ストレージを使う

ストレージ位置をこのソフトウェアに再接続できるのは、"将来のためメディアのデータを維持" オプションで削除された場合です。詳しく
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は ストレージ削除 をご覧ください。 同じように、別のシステムから既存ストレージ位置を追加することもできます。

既存ストレージ位置を使用するには、最初にストレージページから "ストレージの追加..." ボタンをクリックします。

ソフトウェアは、ストレージメディアにすでにストレージ位置があることを検出し、 "既存のものを使用" オプションを有効にします。"既存の
ものを使用" を選択し、ドロップダウンリストからストレージ位置を選択します。 ストレージメディアにストレージ位置がない場合、このオプ
ションは無効になります。

"OK" ボタンをクリックした後、ストレージページにストレージ位置が表示され、この位置に保存されたデータをチェックし復元できるように
なりますが、新しいデータを追加することはできません。

注 - 保存されたデータが別のシステムの保護プランからのデータなら、エクスプロアページ "表示オプション" の "このコンピュータのリカバリ
ポイントのみ表示"  のチェックを外さないと、プランが表示されない可能性があります。このオプションはデフォルトでチェックされています。詳
しくは プランの保存時間を見つける の「表示オプション」をご覧ください。

ストレージ容量

「ストレージ」ページに表示される情報は、アーカイブのストレージ使用効率を知るのに役立ちます。

各ディスクの物理空きスペースは "% 空き" 欄に表示され、バックアップごとに再計算されます。また、下のパネルに表示されるグラフは、
現在強調表示されているストレージの物理空きスペースの傾向を示します。

強調表示されたストレージ位置に保存されている保護プラン実行回数は、パネルの左下に表示されます。

ストレージの残り空きスペースがディスク総容量の 10% 未満になると、ソフトウェアは「アラート」を表示し、現在のバックアップは「警告」
で終了します。詳しくは「アラート」をご覧ください。

ストレージの残り空きスペースが 5% 未満になると、このストレージを対象とする保護プランはアラートで機能停止します。 ストレージは、
復元のために "取っておく" か、削除してもう一度使用することができます。 ストレージの削除について詳しくは ストレージ削除 をご覧くだ
さい。 ストレージの再接続について詳しくは 既存ストレージを使う をご覧ください。

ストレージ削除

ストレージ位置はこのソフトウェアから削除できます。ストレージ位置を削除するのは、データを復元するためだけにストレージを取ってお
きたい場合などです。 これは、「ストレージステータス」パネルに表示されるストレージ位置を減らし、保護プランに現在使用されているも
のだけにするのに役立ちます。 ストレージ位置の削除はオプションの手続きです。 ストレージはデータの復元に使用でき、保護プランを
保存するために (フルでなければ) もう一度使用できます。後者を実行するには、 "ストレージの追加..." ボタンでソフトウェアにもう一度
追加します。

「ストレージ」ページから、ストレージ位置の右クリックメニューオプション "削除" を選択し、ソフトウェアからストレージ位置を削除します。
「削除」オプションがクリックされると 「ストレージの削除」ダイアログが表示されます。

保護プランに使用されるメディア上のデータを削除するかどうか決める必要があります。

· 将来のためメディアのデータを維持

ストレージがソフトウェアから削除されても、保存されたデータは削除されません。ただし削除されたストレージ位置のファイルを
復元したり検索したりはできなくなります。 ストレージをもう一度使用して保護プランを保存したりファイルを復元したりするに
は、ストレージの追加 操作を行う必要があります。詳しくは 既存ストレージを使う をご覧ください。

"キャンセル" がクリックされると「ストレージの削除」ダイアログは閉じ、ソフトウェアは操作を行いません。"続行" がクリックされる
と、ソフトウェアはストレージを削除します。次の処理が行われます:
o 「ストレージ」ページには、削除されたストレージは表示されなくなります。
o ストレージに関連する保護プランはすべて「エクスプロア」ページから削除されます。 

· メディア上のデータを永久に削除する

ストレージがソフトウェアから永久に削除されると、保存されたデータは壊されます。メディアは新しいストレージ用に再利用でき
ますが、古いデータにはアクセスできなくなります。

"キャンセル" がクリックされると「ストレージの削除」ダイアログは閉じ、ソフトウェアは操作を行いません。"続行" がクリックされる
とソフトウェアは確認を求めます。
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"いいえ" をクリックすると、ストレージを削除せずに「ストレージの削除」ダイアログに戻ります。"はい" をクリックするとストレージ
は削除されます。次の処理が行われます:
o 「ストレージ」ページには削除されたストレージは表示されなくなります。
o ストレージに関連する保護プランはすべて「エクスプロア」ページから削除されます。
o 選択されたストレージ位置のデータは完全に破壊されます。

新規メディア

リムーバブルディスクカートリッジが このソフトウェアで初めて使用されるとき、ソフトウェアは「新規メディア」ウィンドウを表示します。

"はい" を選択

はい オプションが選択されると、ソフトウェアが表示する画面で、カートリッジの名前と説明を入力することができます。カートリッジの使い
方に合った名前と説明を入力することができます。たとえば、"財務" などのカートリッジ名を入力できます。選択した名前は、カートリッジ
を参照する画面に表示されます。 カートリッジにつけた名前はカートリッジラベルにも記入しておくことをおすすめします。

カートリッジの名前と説明を入力した後、 "完了" をクリックします。ソフトウェアは入力されたテキストを取得し、 ホーム ページを表示しま
す。

"いいえ" を選択

いいえ オプションを選択すると、ソフトウェアはカートリッジからシリアル番号を取得します。このシリアル番号は、カートリッジを参照するす
べての画面に表示されます。

"常に許可" を選択

新しいカートリッジがあれば、「新規メディア」ウィンドウが常に表示されます。 新しいカートリッジがセットされたときこのウィンドウが常に表示
されないようにするには、"常に許可" メッセージをクリックします。これによりソフトウェアは、選択されたオプションに応じて、上の "はい" ま
たは "いいえ" で説明した操作を常に実行します。

カートリッジのインポート

ソフトウェアによって保存されたアーカイブを含むリムーバブルディスクカートリッジは、別のソフトウェアインストール場所に移動することがで
きます。

たとえば、A、B というコンピュータにソフトウェアをインストールしているとします。コンピュータ A から保存されたアーカイブのあるカートリッジ
は、コンピュータ B 上に移動することができます。

インストール場所 B でカートリッジが検出されると、ソフトウェアは、Windows システムトレイのソフトウェアのアイコン上に「アラート」ポップ
アップを送ります。このアラートは約7秒表示されます。

同時に、「ホーム」ページの「アラート」ボタンが "アラート (1)" に変わり、アラートメッセージが表示できることを示します。上のトレイメッセ
ージのリンクをクリックするか、ソフトウェアの左パネル欄の "アラート" をクリックします。

この例で、インポート操作は、カートリッジを使ってインストール場所 B でデータを復元あるいは保存する前に行う必要があります。"無
視" が選択された場合、ソフトウェアはカートリッジを無視し、カートリッジは使用できなくなります。カートリッジにデータを保存できなくな
り、カートリッジからデータを復元することもできなくなります。"カートリッジのイジェクト" が選択されると、カートリッジはイジェクトされます。

"インポート" が選択されると、ソフトウェアはカートリッジにあるデータのインデックスをインポートします。インデックスの再構築が終わると、カ
ートリッジのデータのチェックや復元、あるいはコンピュータ B から保護プランを使ってカートリッジにデータを追加保存することができます。イ
ンポートされたカートリッジに保存された保護プランの結果もインポートされ、結果 ページで表示できます (結果のログファイルはインポート
されません)。インポートされたカートリッジからデータを復元するには、「エクスプロア」ボタンをクリックします (エクスプロア、復元)。
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商標、注記

本書の情報は、発行日の時点で対象となった事柄に関する Data Storage Group, Inc. (DSG) の現在の見解を示します。  DSG
は、発行日の後に提供される情報の正確さを保証するものではありません。

本書は情報の提供のみを目的にしています。 DSG が本書で、明示的にも黙示的にも、何らかの保証を行うことはありません。

著作権法を順守することはユーザの責任です。著作権下の権利を制限することなく、DSG の文書による許可なく、本書を、検索シス
テムに複製、保存、あるいは組み入れること、また、 (電子的、機械的、複写、記録等を含み) 如何なる形であれ送付、もしくは転送
することは禁じられています。

DSG は、本書の主題にかかわる特許、特許出願、企業秘密、商標、著作権、その他の知的所有権を有する可能性があります。
DSG から使用許諾契約書により明示的に提供される場合を除き、本書の提供は、それらの特許、商標、著作権、その他の知的所
有権に対する使用許諾を与えるものではありません。

著作権 © 2005-2020 Data Storage Group, Inc. 無断転載を禁じます。

DSG、 Common Content Factoring、 ArchiveIQ、 dataStor、 dS Shield、 dataStor Shield は、米国および他の国における
DSG の商標です。

本書に記載のの企業および製品の名称はそれぞれの所有者の商標である可能性があります。
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